

戦略的国際科学技術協力推進事業
日本－　　　　研究交流
研究課題「○○○○」
研究終了報告書

≪本報告書は、研究終了時の事後評価に使用します。事後評価に関しては、守秘義務のある外部有識者により、採択時の申請書、年度計画書、年度報告書及び本報告書（別紙作成の非公開資料を含む）等の資料に基づいて実施されます。また、本報告書並びに事後評価結果をＪＳＴのＨＰで掲載することを計画しています。≫
研究交流期間　平成　　年　月～平成　　年　月
研究代表者：○○  (印)
（所属、役職）

≪所属・役職は正確にご記入ください。所属は、大学ならば研究科レベルまで記載願います。≫

１．研究・交流の目的
≪研究・交流の目的を、簡単に分かり易く記述願います。≫

２．研究・交流の方法
≪研究開始時に目指した成果に至る、研究方法、交流計画について、また変更があればその内容・理由について、簡単に1ページ以内に記述願います。≫

３．研究・交流実施体制
≪本研究期間中に参画された全ての方を記入願います。≫
３．１　日本側
	氏名
	所属
	役職
	学位
	役割

	（リーダー）
	
	
	
	

	（研究者）
	
	
	
	

	（研究者）
	
	
	
	

	（研究者）
	
	
	
	

	（研究者）
	
	
	
	

	（研究者）
	
	
	
	


３．２　相手国側
	氏名
	所属
	役職
	学位
	役割

	（リーダー）
	
	
	
	

	（研究者）
	
	
	
	

	（研究者）
	
	
	
	

	（研究者）
	
	
	
	

	（研究者）
	
	
	
	

	（研究者）
	
	
	
	


４．研究成果
４．１　研究成果の自己評価

≪該当する記述の□を■に変更願います。≫

　　□　計画以上の成果がでた　　□　計画通りの成果がでた　

□　計画とは異なるが有益な成果がでた　□　計画ほどの成果はでなかった　
□　いずれでもない
４．２　研究成果の自己評価の根拠
≪研究による具体的な成果を４０行以内かつ箇条書きで、日本側と相手国側を区別できるように簡潔に記述してください。特に評価項目である「新しい知の創造/画期的な科学技術の進展/新分野の開拓」や、「相手国との協力による研究への相乗効果」、「当該研究の今後の展開見込、社会への波及効果」といった視点を含めて記述願います。未出願特許の内容等、非公開とすべきものは別紙（様式任意）に記載してください。なお特に補足したい事項があれば４．３に記入願います。≫
４．３　研究成果の補足

≪事後評価にて評価されるべき研究成果は４．２に記入願います。４．２のみでの記載が難しい場合のみ、本項を活用下さい。≫ 
５．交流成果

５．１　交流成果の自己評価

≪該当する記述の□を■に変更願います。≫

　　□　計画以上の交流成果がでた　　□　計画通りの交流成果がでた　

□　計画ほどの交流が行われなかったが成果はでた　
□　計画ほど交流成果がでなかった
□　いずれでもない
５．２　交流成果の自己評価の根拠
≪人的な交流（派遣、シンポジウム、ワークショップなど）による具体的な成果を２０行以内かつ箇条書きで、日本側と相手国側を区別できるように簡潔に記述してください。特に評価項目である「相手国との研究交流につながる人材育成」、「当該事業を端緒とした相手国との研究交流の増加/持続的発展の可能性（終了後の交流計画を含む）」といった視点を含めて記述願います。なお特に補足したい事項があれば５．３に記入願います。≫
５．３　交流成果の補足

≪事後評価にて評価されるべき交流成果は５．２に記入願います。５．３のみでの記載が難しい場合のみ、本項を活用下さい。≫
６．論文発表・特許出願
≪本研究交流事業による特筆すべき成果となる論文または特許を最大３つまで記述願います。なお事後評価では、別途報告いただいた「研究交流・成果実績報告書」の記載事項も評価の対象としております。≫
	論文

or

特許
	・論文の場合：　著者名、タイトル、掲載誌名、巻、号、ページ、発行年
・特許の場合：　知的財産権の種類、発明等の名称、出願国、出願日、
出願番号、出願人、発明者等
	特記事項

	
	
	

	
	
	

	
	
	


７．写真・資料
≪研究交流の雰囲気が伝わるような写真（研究状況、製作した研究機器・材料、シンポジウム、ワークショップなど）があれば、別添にてお送りください。またシンポジウムやワークショップのパンフレットなどがあれば、データにて送付願います。≫

以下は事後評価の対象とはなりませんが、ご協力お願いいたします。

８．本研究分野における相手国との研究交流に関する意見、要望等

≪研究交流を通じて良かった点、悪かった点、相手国の本研究分野における優位点等について、忌憚ない意見を記述願います（個人の意見で結構です）。今回の相手国と本分野で研究交流を実施したことの適否を検討するうえでの参考として、また今後の分野選定の参考とさせていただきます。≫
９．戦略的国際科学技術協力推進事業の支援体制に関する（JSTに対する）意見、要望等
≪良かった点、悪かった点について、忌憚ない意見を記述願います。今後の事業運営の参考とさせていただきます。≫
１０．その他
≪その他、気が付いた事を、自由に記述願います。≫
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